
神奈川

東 京

事務所

 8   9
   11  
 30   31
   6/2  

 9   10
   11  

 25　  　26
 27　 28 　29

 5　   　6
 9　 15 　16

 3　   　4
 6　 7 　13

 　 9 　
 12　 18 　19

 　 4 　
 8　 15 　16

 　 13 　
 15　 22 　23

 15　  　16
 18　 25 　26

 23　   　24
 　 26  　 

 24　   　25
 　 27  　 

 7　   　8
 　 12  　 

 18　   　19
 22　   　29
 27　   　28

30
 26　   　27

29

 13　   　14
16

 25　   　26
27

 9　   　10
 　 11  　 

 29　   　30
 　 6/1  　 

 22   23
   26  

 21   22
   25  

 27　　　28
   30  

 4   5
   6  
 20   21
   23  

 5   6
   8  
 13   14
   16  
 20   21
   23  

 13   14
   15  

 10   11
   20  

 20   21
   22  
 23   24
   26  

 17   18
   21  

 18   19
   21  

 18   19
   21  

 14   15
   19  

 17   18
   21  

 11   12
   13  

 23   24
   26  
   
  

4 月 5 月 6 月 4 月 5 月 6 月講習名

千 葉

埼 玉

茨 城

栃 木

甲 信

神奈川

神奈川事務所

茨 城 事 務 所

〒231－0007

〒300－0875

栃 木 事 務 所

甲 信 事 務 所

〒322－0016 鹿沼市流通センター46番地

横浜市中区弁天通4－59
横浜弁天通第一生命ビル 3階

TEL 045－662－2860
FAX 045－662－8768

東 京 事 務 所

ボイラ・クレーン
安 全 協 会

〒136－0071 江東区亀戸1－28－6タニビル 5階

〒136－0071 江東区亀戸6－41－20機缶健保会館 2階
TEL 03－3685－5222
FAX 03－3685－5746

TEL 03－3685－2141
FAX 03－3685－2189

千 葉 事 務 所 〒260－0028 千葉市中央区新町18－10千葉第一生命ビル 2階
TEL 043－247－5532
FAX 043－247－5576

埼 玉 事 務 所 〒330－0801 さいたま市大宮区土手町1－2JA共済埼玉ビル 6階
TEL 048－643－1543
FAX 048－643－1524

TEL 0289－72－1717
FAX 0289－76－6090
TEL 055－287－9511
FAX 055－287－9512

TEL 029－843－0740
FAX 029－841－1968

土浦市中荒川沖町2－6
ツインビル 3階

山梨県南アルプス市
下今諏訪610番 9〒400－0212

東 京

千 葉

埼 玉

茨 城

栃 木

甲 信

玉
掛
け
技
能
講
習

小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン
運
転
技
能
講
習

神奈川

東 京

事務所講習名

千 葉

埼 玉

茨 城

栃 木

甲 信

神奈川

東 京

千 葉

埼 玉

茨 城

栃 木

甲 信

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
運
転
技
能
講
習

床
上
操
作
式
ク
レ
ー
ン
運
転
技
能
講
習
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★他の講習も実施しています。詳細については、各事務所にお問合わせください。

日
時・会
場

○
五
月
十
八
日（
土
）

城
東
職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

○
六
月
八
日（
土
）

東
京
都
溶
接
協
会

○
六
月
九
日（
日
）

東
京
都
溶
接
協
会

○
七
月
六
日（
土
）

東
京
都
溶
接
協
会

○
七
月
七
日（
日
）

東
京
都
溶
接
協
会

一
、
日
時・会
場

学
科
＝
四
月
二
十
三
日（
火
）午

前
九
時
〜
午
後
七
時
、
江
東

区
大
島
三―

一―

十
一
、
産

学
協
同
セ
ン
タ
ー

実
技
＝
四
月
二
十
四
日（
水
）午

前
九
時
〜
午
後
三
時
、
会
場

は
学
科
講
習
会
場
と
同
じ
。

二
、
受
講
料
　
一
三
、〇
〇
〇
円

　
テ
キ
ス
ト
代
　
六
〇
〇
円

一
、
日
時・会
場

学
科
＝
五
月
二
十
一
日（
火
）午

１
日
　
▽
新
学
年

　
　
　
　
新
会
計
年
度

　
　
　
　
エ
ー
プ
リ
ル
フ
ー
ル

　
　
　
　
親
鸞
上
人
誕
生
会

２
日
　
▽
日
光
輪
王
寺
強
飯
式

５
日
　
▽
清
明

６
日
　
▽
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　
　
　
　（
〜
15
日
ま
で
）

７
日
　
▽
世
界
保
健
デ
ー

　
　
　
　
法
然
上
人
誕
生
会

８
日
　
▽
花
ま
つ
り・灌
仏
会

９
日
　
▽
笠
間
稲
荷
春
季
例
大
祭

11
日
　
▽
試
作
市
場2013

　
　
　
　
微
細・精
密
加
工
技
術
展

　
　
　
　2013in

東
京

　
　
　
　（
〜
12
日
大
田
区
産
業

 

プ
ラ
ザ
）

12
日
　
▽
世
界
宇
宙
飛
行
の
日

18
日
　
▽
発
明
の
日

20
日
　
▼
関
東
甲
信
越
高
校
生

溶
接
コ
ン
ク
ー
ル

　
　
　
　（
会
場
・
神
鋼
溶
接

サ
ー
ビ
ス
）

　
　
　
　
郵
政
記
念
日・郵
便
週
間

　
　
　
　
穀
雨

22
日
　
▽
靖
国
神
社
春
祭

24
日
　
▽
レ
ー
ザ
ーEXPO 2013

　
　
　
　（
パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜

　
　
　
　
〜
26
日
）

28
日
　
▽
日
蓮
宗
開
宗
会

29
日
　
▼
昭
和
の
日

　
　
　
　
米
沢
上
杉
ま
つ
り

　
　
　
　
有
田
陶
器
市

　
　
　
　（
〜
５
月
５
日
）

※

行
事・祭
は
変
更
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
事
前
に
関

係
諸
団
体
に
ご
確
認
下
さ
い
。

　2010年（平成22年）４月の興行をもって建て替えのため休館していた歌舞伎座が完成した。併設するオフィスビル「歌舞
伎座タワー」との劇場とタワーの複合施設は、巨大地震が起きても被害の少ない耐震性など最新技術を結集した。施設の名
称は「GINZA　KABUKIZA」と定め東京・銀座の新ランドマークとしてスタートした。

歌舞伎座（東京都中央区）

2013

（カラー版は http://www.miura21.co.jp でご覧いただけます）

編集部撮影

※　上段は学科　　下段は実技 講　　習　　予　　定　　表 公益社団法人 ボイラ・クレーン安全協会
URL:http://www.bcsa.or.jp

5
6  7 13 17 18 19

16
12 19 26
10

15 16 17
14

12

11 12 18

10

10
19 20 21
18

15 16 17
14

前
九
時
〜
午
後
五
時
、
二
十

二
日（
水
）午
前
九
時
〜
午
後

〇
時
、
江
東
区
大
島
三―

一

―

十
一
、
産
学
協
同
セ
ン

タ
ー

実
技
＝
五
月
二
十
二
日（
水
）午

後
一
時
〜
午
後
五
時
、
二
十

三
日（
木
）午
前
九
時
〜
午
後

五
時
、
会
場
は
学
科
講
習
会

場
と
同
じ
。

二
、
受
講
料

学
科
＝
会
員
　　
九
、〇
〇
〇
円

　
　
　
一
般
　
一
一
、〇
〇
〇
円

実
技
＝
会
員
　
一
一
、〇
〇
〇
円

　
　
　
一
般
　
一
三
、〇
〇
〇
円

一
、
日
時・会
場

六
月
十
一
日（
火
）午
前
九
時

〜
午
後
五
時
、
江
東
区
大
島

三―

一―

十
一
、
産
学
協
同

セ
ン
タ
ー

二
、
受
講
料

　
　
　
会
員
　　
七
、〇
〇
〇
円

　
　
　
一
般
　　
九
、〇
〇
〇
円

25

25

25 6

4 15 ㈪ 18 ㈭ 4 22 ㈪ 24 ㈬

10 月

5 15 水 16 木



「ボイラー取扱技能講習」

平成25年5月28日（火）・29日（水）

12,100円（消費税・テキスト代を含む）

ＵＲＬ：www.bcsa.or.jp
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第44回

平成25年5月17日（金）

25 4 19

自
分
で 

み
ん
な
で 

健
康
チ
ェ
ッ
ク

　
！

競技風景

開会式

一
般
社
団
法
人
東
京
都
溶
接

協
会
主
催
の
第
五
十
三
回
溶
接

技
術
競
技
会
は
三
月
九
日
手

ア
ー
ク
溶
接
の
部
二
十
七
人
・

半
自
動
ア
ー
ク
溶
接
の
部
十
八

人
合
計
四
十
五
人
の
選
手
が
参

加
し
て
産
学
協
同
セ
ン
タ
ー

（
東
京
都
・
江
東
区
）で
開
催
さ

れ
た
。　

開
会
式
は
午
前
九
時
に
始

ま
り
、横
田
文
雄
大
会
会
長
は

「
日
頃
の
技
量
を
十
分
に
発
揮

し
て
、全
力
を
尽
く
し
て
欲
し

い
」と
激
励
し
た
。

大
久
保
審
査
委
員
長
は「
優

秀
な
技
能
者
は
、経
験
と
勘
、

度
胸
、デ
ー
タ
の
四
つ
を
持
っ

て
い
る
と
し「
一
回
限
り
の
競

技
で
理
論
と
現
実
、デ
ー
タ
を

合
体
さ
せ
る
こ
と
が
溶
接
の
醍

醐
味
」と
語
っ
た
。。

後
援
団
体
を
代
表
し
て
産

報
出
版
㈱
馬
場
社
長
は
昨
年
の

全
国
の
大
会
で
最
優
秀
賞
を
獲

得
し
た
大
阪
府
協
会
の
取
り
組

み
に
ふ
れ「
東
京
に
も
優
勝
旗

を
」と
述
べ
選
手
を
激
励
し
た
。

篠
崎
敏
夫
実
行
委
員
長
は
、

本
大
会
も
全
国
競
技
会
と
同

じ
課
題
を
採
用
し
て
い
る
と
述

べ
、競
技
要
領
の
詳
細
に
つ
い

て
説
明
し
た
。

競
技
は
順
調
に
進
み
予
定

通
り
午
後
二
時
三
十
分
に
終
了

し
た
。

こ
の
あ
と
、三
月
十
九
日
に

外
観
審
査
と
エ
ッ
ク
ス
線
審

査
、四
月
十
五
日
に
曲
げ
審
査

と
総
合
審
査
が
行
わ
れ
順
位

が
決
定
す
る
。両
種
目
の
総
合

優
勝
者
は
東
京
都
代
表
と
し

て
次
回
の
全
国
溶
接
技
術
競

技
会
に
派
遣
さ
れ
る
。第
五
十

九
回
の
全
国
溶
接
競
技
会
は

十
月
十
二
・
十
三
日
に
愛
知
県

東
海
市
の
新
日
鉄
住
金
㈱
名

古
屋
製
鉄
所
で
開
催
さ
れ
る
。

第
五
十
三
回 

溶
接
技
術
競
技
会

一
般
社
団
法
人

　東
京
都
溶
接
協
会

平
成
二
十
五
年
三
月
九
日

於

　産
学
協
同
セ
ン
タ
ー

開会の挨拶：
横田文雄大会会長

〈
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
〉

　
去
る
3
月
14
日
、
東
部
労
働

福
祉
協
会
主
催
の
研
修
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
講
師
に
弁
護

士
の
小
川
英
郎
先
生
を
お
迎
え

し
て
『
有
期
労
働
契
約
の
基
礎

と
改
正
労
働
契
約
法
の
ポ
イ
ン

ト
』
と
題
し
て
ご
講
演
頂
き
、

60
名
を
超
え
る
皆
様
に
ご
聴

講
頂
き
ま
し
た
。

〈
研
修
概
要
〉

Ⅰ
　
有
期
労
働
契
約
に

　
　
つ
い
て

　
有
期
労
働
契
約
の
注
意
点

と
し
て
、
次
の
点
が
指
摘
さ
れ

た
。

①
　
原
則
と
し
て
労
働
契
約

は
3
年
以
内
と
す
る
。た
だ
し
、

一
定
の
事
業
の
完
了
に
必
要
な

期
間
を
定
め
る
労
働
契
約
、
厚

生
労
働
省
が
定
め
る
専
門
的

知
識
等
を
有
す
る
労
働
者
と

の
当
該
業
務
に
つ
い
て
の
労
働

契
約
、
60
歳
以
上
の
者
と
の
契

約
期
間
は
5
年
を
上
限
と
す

る
。

②
　
契
約
期
間
中
途
で
の
解

雇
に
は
相
当
な
事
由
が
必
要
。

③
　
必
要
以
上
に
短
い
期
間
を

定
め
て
、
反
復
更
新
を
し
な
い

よ
う
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
（
努
力
義
務
）。

④
　
職
責
で
は
な
く
、
有
期
労

働
契
約
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と

す
る
差
異
を
生
じ
さ
せ
て
は
な

ら
な
い
。

Ⅱ
　
法
改
正
の
背
景
と

　
　
経
緯

　
有
期
労
働
契
約
が
恒
常
的

業
務
に
用
い
ら
れ
、
反
復
更
新

さ
れ
る
こ
と
が
問
題
と
し
て
顕

在
化
。
具
体
的
に
は
、
次
の
点

が
指
摘
さ
れ
た
。

①
　
自
動
終
了
効
力
の
あ
る

契
約
形
式
を
恒
常
的
に
存
在

す
る
業
務
に
適
用
す
る
こ
と
。

②
　
労
働
者
に
対
す
る
萎
縮

効
果
が
強
く
、
有
期
契
約
で
あ

る
事
が
労
働
者
の
権
利
を
抑
制

し
て
し
ま
う
。

③
　
異
な
る
雇
用
形
態
お
よ
び

雇
用
形
態
を
利
用
し
た
労
働

条
件
の
差
異
を
正
当
化
し
て
し

ま
う

　
こ
れ
に
対
し
、
過
去
の
判
例

を
基
礎
と
し
て
条
文
化
さ
れ
た

法
律
が
施
行
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
、
経
緯
の
解
説
と
し
て
幾
つ

か
の
判
例
が
紹
介
さ
れ
た
。

Ⅲ
　
改
正
法
令
の
解
説

　
　（
無
期
転
換
申
込
み
権
の
付
与
）

①
　
有
期
労
働
契
約
の
反
復

更
新
に
よ
っ
て
、
通
算
期
間
が

5
年
を
超
え
た
労
働
者
に
対
し

現
に
締
結
し
て
い
る
有
期
労
働

契
約
の
契
約
期
間
が
満
了
す
る

ま
で
の
間
に
、
当
該
満
了
す
る

日
の
翌
日
か
ら
労
務
が
提
供
さ

れ
る
期
間
の
定
め
の
な
い
労
働

契
約
の
締
結
の
申
込
み
を
し
た

と
き
は
、
使
用
者
は
申
し
込
み

を
承
諾
し
た
も
の
と
み
な
す
。

②
　
労
働
条
件
は
別
段
の
定

め
が
な
い
場
合
を
除
き
、
無
期

契
約
転
換
前
の
労
働
条
件
と

同
一
と
す
る
。

③
　
有
期
労
働
契
約
の
通
算

は
、
六
か
月
以
上
の
空
白
期
間

が
あ
る
場
合
は
通
算
し
な
い
。

④
　
直
前
の
有
期
契
約
が
一
年

未
満
の
場
合
に
は
、
そ
の
二
分

の
一
以
上
の
空
白
期
間
を
要
す

る
。

⑤
　
行
使
期
間
は
通
算
契
約

期
間
が
5
年
を
超
え
る
こ
と
と

な
る
有
期
労
働
契
約
の
初
日
か

ら
期
間
満
了
日
ま
で
。
ま
た
行

使
し
な
か
っ
た
場
合
で
も
有
期

労
働
契
約
が
更
新
さ
れ
た
場

合
に
は
、
新
た
に
無
期
転
換
申

込
権
が
発
生
す
る
。

Ⅳ
　
法
改
正
で
予
想
さ
れ
る

　
　
ト
ラ
ブ
ル
と
対
処

Ａ「
同
一
の
使
用
者
」
の
解
釈

①
　
派
遣
形
態
や
偽
装
請
負

形
態
を
悪
用
し
た
場
合
や
、
同

じ
グ
ル
ー
プ
企
業
内
で
労
働
者

を
回
す
よ
う
な
場
合
は
、
同
一

の
使
用
者
と
し
て
扱
わ
れ
無
期

契
約
へ
の
転
換
の
対
象
と
な

る
。

②
　
派
遣
労
働
者
の
場
合
の

「
同
一
の
使
用
者
」
の
判
断
↓

派
遣
元
と
派
遣
労
働
者
に
は

適
用
さ
れ
る
。

③
　
派
遣
先
と
の
関
係
で
は
通

算
派
遣
期
間
に
カ
ウ
ン
ト
さ
れ

な
い
。

Ｂ
平
成
24
年
改
正
派
遣
法
と
の

　
兼
ね
合
い

①
　
違
法
派
遣
の
場
合
に
よ
る

労
働
契
約
申
し
込
み
み
な
し
規

定
に
よ
り
、
派
遣
先
と
の
間
に

契
約
が
成
立
す
る
場
合
の
期
間

算
入
に
つ
い
て
は
、
派
遣
元
で

の
就
労
期
間
は
通
算
さ
れ
な

い
。（
※
有
期
労
働
契
約
の
ま

ま
雇
止
め
と
な
る
ケ
ー
ス
も
あ

る
）

Ｃ
無
期
転
換
申
込
み
権
の

　
行
使
の
方
法

①
　
自
動
的
に
契
約
が
転
換

研修会風景

す
る
わ
け
で
は
な
い
。

②
　
5
年
を
超
え
て
有
期
労

働
契
約
の
ま
ま
働
き
続
け
る
こ

と
も
可
能
。

③
　
無
期
転
換
申
込
み
権
の

行
使
は
、
遅
滞
な
く
（
退
職
後

は
せ
い
ぜ
い
二
週
間
か
ら
一
カ

月
程
度
）。

④
　
就
業
規
則
に
よ
っ
て
「
無

期
転
換
権
は
契
約
終
了
期
間

満
了
の
1
ケ
月
前
ま
で
に
行
使

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
」
と

定
め
て
も
無
効
。

Ｄ
無
期
転
換
申
込
み
権
の
放
棄

①
　
施
行
通
達
事
前
の
放
棄

↓
公
序
良
俗
に
反
し
無
効
。

②
　
放
棄
を
す
れ
ば
、一
定
の

金
員
を
支
払
う
と
い
う
合
意
は

無
効
。

Ｅ「
２
つ
以
上
の
有
期
労
働

　
契
約
」
の
定
義

①
　
原
則
は
契
約
の
更
新
が
な

い
と
無
期
契
約
転
換
権
は
発
生

し
な
い
。

↓
例
外
と
し
て
は
「
一
定
の
事

業
の
完
了
に
必
要
な
期
間
」
が

6
年
で
あ
る
契
約
で
、
6
年
目

で
契
約
終
了
さ
れ
た
が
、
実
際

に
は
事
業
が
完
了
し
て
お
ら

ず
、
仕
事
が
継
続
し
て
い
る
よ

う
な
場
合
は
無
期
転
換
申
込

権
が
発
生
す
る
。

Ｆ
無
期
転
換
後
の
労
働
条
件
は

　
ど
う
な
る
か
　

①
　
別
段
の
定
め
↓
労
働
協

約
・
労
使
協
定
等
を
予
め
定
め

て
お
く
。

②
　
無
期
転
換
後
の
無
期
転

換
社
員
に
特
別
に
適
用
さ
れ
る

就
業
規
則
を
作
成
し
た
場
合

は
、
こ
れ
が
適
用
さ
れ
る
。

③
　「
配
置
転
換
」「
責
任
」「
休

日
」「
労
働
時
間
」
な
ど

↓
有
期
契
約
よ
り
も
責
任
を

課
す
事
は
可
能
だ
が
、
給
与

や
そ
れ
以
外
の
労
働
条
件
で

バ
ラ
ン
ス
を
取
る
必
要
が
あ

る④
　
無
期
転
換
を
躊
躇
さ
せ

る
よ
う
な
労
働
条
件
を
低
下
さ

せ
る
よ
う
な
定
め
は
可
能
で
は

あ
る
が
、③
と
同
様
に
バ
ラ
ン

ス
を
取
る
注
意
が
必
要

⑥
　
労
働
契
約
法
１
２
条
と
の

関
連

↓
就
業
規
則
を
予
め
定
め
て
お

く
こ
と
は
必
要
。

Ｇ
無
期
転
換
後
の
解
雇
は
正
社

員
よ
り
緩
や
か
な
の
か
。

①
　
無
期
転
換
申
込
み
を
し

た
ら
、
期
間
満
了
時
に
解
雇
通

告
を
し
て
き
た
場
合
に
つ
い

て
。

↓
労
働
契
約
法
16
条
に
よ
る

（
正
当
な
理
由
が
あ
る
か
ど
う

か
）。

②
　
期
間
途
中
の
解
雇
の
場
合

↓
労
働
契
約
法
17
条
「
期
間
満

了
を
待
つ
こ
と
な
く
直
ち
に
契

約
を
終
了
せ
ざ
る
得
な
い
重
大

な
事
由
」

「
有
期
労
働
契
約
の
基
礎
と

　
　
　
　
　
　改
正
労
働
契
約
法
の
ポ
イ
ン
ト
」

│
非
正
規
労
働
を
め
ぐ
る
法
律
知
識
│
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自
分
で 

み
ん
な
で 

健
康
チ
ェ
ッ
ク

　
！

競技風景

開会式

一
般
社
団
法
人
東
京
都
溶
接

協
会
主
催
の
第
五
十
三
回
溶
接

技
術
競
技
会
は
三
月
九
日
手

ア
ー
ク
溶
接
の
部
二
十
七
人
・

半
自
動
ア
ー
ク
溶
接
の
部
十
八

人
合
計
四
十
五
人
の
選
手
が
参

加
し
て
産
学
協
同
セ
ン
タ
ー

（
東
京
都
・
江
東
区
）で
開
催
さ

れ
た
。　

開
会
式
は
午
前
九
時
に
始

ま
り
、横
田
文
雄
大
会
会
長
は

「
日
頃
の
技
量
を
十
分
に
発
揮

し
て
、全
力
を
尽
く
し
て
欲
し

い
」と
激
励
し
た
。

大
久
保
審
査
委
員
長
は「
優

秀
な
技
能
者
は
、経
験
と
勘
、

度
胸
、デ
ー
タ
の
四
つ
を
持
っ

て
い
る
と
し「
一
回
限
り
の
競

技
で
理
論
と
現
実
、デ
ー
タ
を

合
体
さ
せ
る
こ
と
が
溶
接
の
醍

醐
味
」と
語
っ
た
。。

後
援
団
体
を
代
表
し
て
産

報
出
版
㈱
馬
場
社
長
は
昨
年
の

全
国
の
大
会
で
最
優
秀
賞
を
獲

得
し
た
大
阪
府
協
会
の
取
り
組

み
に
ふ
れ「
東
京
に
も
優
勝
旗

を
」と
述
べ
選
手
を
激
励
し
た
。

篠
崎
敏
夫
実
行
委
員
長
は
、

本
大
会
も
全
国
競
技
会
と
同

じ
課
題
を
採
用
し
て
い
る
と
述

べ
、競
技
要
領
の
詳
細
に
つ
い

て
説
明
し
た
。

競
技
は
順
調
に
進
み
予
定

通
り
午
後
二
時
三
十
分
に
終
了

し
た
。

こ
の
あ
と
、三
月
十
九
日
に

外
観
審
査
と
エ
ッ
ク
ス
線
審

査
、四
月
十
五
日
に
曲
げ
審
査

と
総
合
審
査
が
行
わ
れ
順
位

が
決
定
す
る
。両
種
目
の
総
合

優
勝
者
は
東
京
都
代
表
と
し

て
次
回
の
全
国
溶
接
技
術
競

技
会
に
派
遣
さ
れ
る
。第
五
十

九
回
の
全
国
溶
接
競
技
会
は

十
月
十
二
・
十
三
日
に
愛
知
県

東
海
市
の
新
日
鉄
住
金
㈱
名

古
屋
製
鉄
所
で
開
催
さ
れ
る
。

第
五
十
三
回 

溶
接
技
術
競
技
会

一
般
社
団
法
人

　東
京
都
溶
接
協
会

平
成
二
十
五
年
三
月
九
日

於

　産
学
協
同
セ
ン
タ
ー

開会の挨拶：
横田文雄大会会長

〈
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
〉

　
去
る
3
月
14
日
、
東
部
労
働

福
祉
協
会
主
催
の
研
修
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
講
師
に
弁
護

士
の
小
川
英
郎
先
生
を
お
迎
え

し
て
『
有
期
労
働
契
約
の
基
礎

と
改
正
労
働
契
約
法
の
ポ
イ
ン

ト
』
と
題
し
て
ご
講
演
頂
き
、

60
名
を
超
え
る
皆
様
に
ご
聴

講
頂
き
ま
し
た
。

〈
研
修
概
要
〉

Ⅰ
　
有
期
労
働
契
約
に

　
　
つ
い
て

　
有
期
労
働
契
約
の
注
意
点

と
し
て
、
次
の
点
が
指
摘
さ
れ

た
。

①
　
原
則
と
し
て
労
働
契
約

は
3
年
以
内
と
す
る
。た
だ
し
、

一
定
の
事
業
の
完
了
に
必
要
な

期
間
を
定
め
る
労
働
契
約
、
厚

生
労
働
省
が
定
め
る
専
門
的

知
識
等
を
有
す
る
労
働
者
と

の
当
該
業
務
に
つ
い
て
の
労
働

契
約
、
60
歳
以
上
の
者
と
の
契

約
期
間
は
5
年
を
上
限
と
す

る
。

②
　
契
約
期
間
中
途
で
の
解

雇
に
は
相
当
な
事
由
が
必
要
。

③
　
必
要
以
上
に
短
い
期
間
を

定
め
て
、
反
復
更
新
を
し
な
い

よ
う
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
（
努
力
義
務
）。

④
　
職
責
で
は
な
く
、
有
期
労

働
契
約
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と

す
る
差
異
を
生
じ
さ
せ
て
は
な

ら
な
い
。

Ⅱ
　
法
改
正
の
背
景
と

　
　
経
緯

　
有
期
労
働
契
約
が
恒
常
的

業
務
に
用
い
ら
れ
、
反
復
更
新

さ
れ
る
こ
と
が
問
題
と
し
て
顕

在
化
。
具
体
的
に
は
、
次
の
点

が
指
摘
さ
れ
た
。

①
　
自
動
終
了
効
力
の
あ
る

契
約
形
式
を
恒
常
的
に
存
在

す
る
業
務
に
適
用
す
る
こ
と
。

②
　
労
働
者
に
対
す
る
萎
縮

効
果
が
強
く
、
有
期
契
約
で
あ

る
事
が
労
働
者
の
権
利
を
抑
制

し
て
し
ま
う
。

③
　
異
な
る
雇
用
形
態
お
よ
び

雇
用
形
態
を
利
用
し
た
労
働

条
件
の
差
異
を
正
当
化
し
て
し

ま
う

　
こ
れ
に
対
し
、
過
去
の
判
例

を
基
礎
と
し
て
条
文
化
さ
れ
た

法
律
が
施
行
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
、
経
緯
の
解
説
と
し
て
幾
つ

か
の
判
例
が
紹
介
さ
れ
た
。

Ⅲ
　
改
正
法
令
の
解
説

　
　（
無
期
転
換
申
込
み
権
の
付
与
）

①
　
有
期
労
働
契
約
の
反
復

更
新
に
よ
っ
て
、
通
算
期
間
が

5
年
を
超
え
た
労
働
者
に
対
し

現
に
締
結
し
て
い
る
有
期
労
働

契
約
の
契
約
期
間
が
満
了
す
る

ま
で
の
間
に
、
当
該
満
了
す
る

日
の
翌
日
か
ら
労
務
が
提
供
さ

れ
る
期
間
の
定
め
の
な
い
労
働

契
約
の
締
結
の
申
込
み
を
し
た

と
き
は
、
使
用
者
は
申
し
込
み

を
承
諾
し
た
も
の
と
み
な
す
。

②
　
労
働
条
件
は
別
段
の
定

め
が
な
い
場
合
を
除
き
、
無
期

契
約
転
換
前
の
労
働
条
件
と

同
一
と
す
る
。

③
　
有
期
労
働
契
約
の
通
算

は
、
六
か
月
以
上
の
空
白
期
間

が
あ
る
場
合
は
通
算
し
な
い
。

④
　
直
前
の
有
期
契
約
が
一
年

未
満
の
場
合
に
は
、
そ
の
二
分

の
一
以
上
の
空
白
期
間
を
要
す

る
。

⑤
　
行
使
期
間
は
通
算
契
約

期
間
が
5
年
を
超
え
る
こ
と
と

な
る
有
期
労
働
契
約
の
初
日
か

ら
期
間
満
了
日
ま
で
。
ま
た
行

使
し
な
か
っ
た
場
合
で
も
有
期

労
働
契
約
が
更
新
さ
れ
た
場

合
に
は
、
新
た
に
無
期
転
換
申

込
権
が
発
生
す
る
。

Ⅳ
　
法
改
正
で
予
想
さ
れ
る

　
　
ト
ラ
ブ
ル
と
対
処

Ａ「
同
一
の
使
用
者
」
の
解
釈

①
　
派
遣
形
態
や
偽
装
請
負

形
態
を
悪
用
し
た
場
合
や
、
同

じ
グ
ル
ー
プ
企
業
内
で
労
働
者

を
回
す
よ
う
な
場
合
は
、
同
一

の
使
用
者
と
し
て
扱
わ
れ
無
期

契
約
へ
の
転
換
の
対
象
と
な

る
。

②
　
派
遣
労
働
者
の
場
合
の

「
同
一
の
使
用
者
」
の
判
断
↓

派
遣
元
と
派
遣
労
働
者
に
は

適
用
さ
れ
る
。

③
　
派
遣
先
と
の
関
係
で
は
通

算
派
遣
期
間
に
カ
ウ
ン
ト
さ
れ

な
い
。

Ｂ
平
成
24
年
改
正
派
遣
法
と
の

　
兼
ね
合
い

①
　
違
法
派
遣
の
場
合
に
よ
る

労
働
契
約
申
し
込
み
み
な
し
規

定
に
よ
り
、
派
遣
先
と
の
間
に

契
約
が
成
立
す
る
場
合
の
期
間

算
入
に
つ
い
て
は
、
派
遣
元
で

の
就
労
期
間
は
通
算
さ
れ
な

い
。（
※
有
期
労
働
契
約
の
ま

ま
雇
止
め
と
な
る
ケ
ー
ス
も
あ

る
）

Ｃ
無
期
転
換
申
込
み
権
の

　
行
使
の
方
法

①
　
自
動
的
に
契
約
が
転
換

研修会風景

す
る
わ
け
で
は
な
い
。

②
　
5
年
を
超
え
て
有
期
労

働
契
約
の
ま
ま
働
き
続
け
る
こ

と
も
可
能
。

③
　
無
期
転
換
申
込
み
権
の

行
使
は
、
遅
滞
な
く
（
退
職
後

は
せ
い
ぜ
い
二
週
間
か
ら
一
カ

月
程
度
）。

④
　
就
業
規
則
に
よ
っ
て
「
無

期
転
換
権
は
契
約
終
了
期
間

満
了
の
1
ケ
月
前
ま
で
に
行
使

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
」
と

定
め
て
も
無
効
。

Ｄ
無
期
転
換
申
込
み
権
の
放
棄

①
　
施
行
通
達
事
前
の
放
棄

↓
公
序
良
俗
に
反
し
無
効
。

②
　
放
棄
を
す
れ
ば
、一
定
の

金
員
を
支
払
う
と
い
う
合
意
は

無
効
。

Ｅ「
２
つ
以
上
の
有
期
労
働

　
契
約
」
の
定
義

①
　
原
則
は
契
約
の
更
新
が
な

い
と
無
期
契
約
転
換
権
は
発
生

し
な
い
。

↓
例
外
と
し
て
は
「
一
定
の
事

業
の
完
了
に
必
要
な
期
間
」
が

6
年
で
あ
る
契
約
で
、
6
年
目

で
契
約
終
了
さ
れ
た
が
、
実
際

に
は
事
業
が
完
了
し
て
お
ら

ず
、
仕
事
が
継
続
し
て
い
る
よ

う
な
場
合
は
無
期
転
換
申
込

権
が
発
生
す
る
。

Ｆ
無
期
転
換
後
の
労
働
条
件
は

　
ど
う
な
る
か
　

①
　
別
段
の
定
め
↓
労
働
協

約
・
労
使
協
定
等
を
予
め
定
め

て
お
く
。

②
　
無
期
転
換
後
の
無
期
転

換
社
員
に
特
別
に
適
用
さ
れ
る

就
業
規
則
を
作
成
し
た
場
合

は
、
こ
れ
が
適
用
さ
れ
る
。

③
　「
配
置
転
換
」「
責
任
」「
休

日
」「
労
働
時
間
」
な
ど

↓
有
期
契
約
よ
り
も
責
任
を

課
す
事
は
可
能
だ
が
、
給
与

や
そ
れ
以
外
の
労
働
条
件
で

バ
ラ
ン
ス
を
取
る
必
要
が
あ

る④
　
無
期
転
換
を
躊
躇
さ
せ

る
よ
う
な
労
働
条
件
を
低
下
さ

せ
る
よ
う
な
定
め
は
可
能
で
は

あ
る
が
、③
と
同
様
に
バ
ラ
ン

ス
を
取
る
注
意
が
必
要

⑥
　
労
働
契
約
法
１
２
条
と
の

関
連

↓
就
業
規
則
を
予
め
定
め
て
お

く
こ
と
は
必
要
。

Ｇ
無
期
転
換
後
の
解
雇
は
正
社

員
よ
り
緩
や
か
な
の
か
。

①
　
無
期
転
換
申
込
み
を
し

た
ら
、
期
間
満
了
時
に
解
雇
通

告
を
し
て
き
た
場
合
に
つ
い

て
。

↓
労
働
契
約
法
16
条
に
よ
る

（
正
当
な
理
由
が
あ
る
か
ど
う

か
）。

②
　
期
間
途
中
の
解
雇
の
場
合

↓
労
働
契
約
法
17
条
「
期
間
満

了
を
待
つ
こ
と
な
く
直
ち
に
契

約
を
終
了
せ
ざ
る
得
な
い
重
大

な
事
由
」

「
有
期
労
働
契
約
の
基
礎
と

　
　
　
　
　
　改
正
労
働
契
約
法
の
ポ
イ
ン
ト
」

│
非
正
規
労
働
を
め
ぐ
る
法
律
知
識
│
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4 月 5 月 6 月 4 月 5 月 6 月講習名

千 葉

埼 玉

茨 城

栃 木

甲 信

神奈川

神奈川事務所

茨 城 事 務 所

〒231－0007

〒300－0875

栃 木 事 務 所

甲 信 事 務 所

〒322－0016 鹿沼市流通センター46番地

横浜市中区弁天通4－59
横浜弁天通第一生命ビル 3階

TEL 045－662－2860
FAX 045－662－8768

東 京 事 務 所

ボイラ・クレーン
安 全 協 会

〒136－0071 江東区亀戸1－28－6タニビル 5階

〒136－0071 江東区亀戸6－41－20機缶健保会館 2階
TEL 03－3685－5222
FAX 03－3685－5746

TEL 03－3685－2141
FAX 03－3685－2189

千 葉 事 務 所 〒260－0028 千葉市中央区新町18－10千葉第一生命ビル 2階
TEL 043－247－5532
FAX 043－247－5576

埼 玉 事 務 所 〒330－0801 さいたま市大宮区土手町1－2JA共済埼玉ビル 6階
TEL 048－643－1543
FAX 048－643－1524

TEL 0289－72－1717
FAX 0289－76－6090
TEL 055－287－9511
FAX 055－287－9512

TEL 029－843－0740
FAX 029－841－1968

土浦市中荒川沖町2－6
ツインビル 3階

山梨県南アルプス市
下今諏訪610番 9〒400－0212

東 京

千 葉

埼 玉

茨 城

栃 木

甲 信

玉
掛
け
技
能
講
習

小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン
運
転
技
能
講
習

神奈川

東 京

事務所講習名

千 葉

埼 玉

茨 城

栃 木

甲 信

神奈川

東 京

千 葉

埼 玉

茨 城

栃 木

甲 信

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
運
転
技
能
講
習

床
上
操
作
式
ク
レ
ー
ン
運
転
技
能
講
習
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★他の講習も実施しています。詳細については、各事務所にお問合わせください。

日
時・会
場

○
五
月
十
八
日（
土
）

城
東
職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

○
六
月
八
日（
土
）

東
京
都
溶
接
協
会

○
六
月
九
日（
日
）

東
京
都
溶
接
協
会

○
七
月
六
日（
土
）

東
京
都
溶
接
協
会

○
七
月
七
日（
日
）

東
京
都
溶
接
協
会

一
、
日
時・会
場

学
科
＝
四
月
二
十
三
日（
火
）午

前
九
時
〜
午
後
七
時
、
江
東

区
大
島
三―

一―

十
一
、
産

学
協
同
セ
ン
タ
ー

実
技
＝
四
月
二
十
四
日（
水
）午

前
九
時
〜
午
後
三
時
、
会
場

は
学
科
講
習
会
場
と
同
じ
。

二
、
受
講
料
　
一
三
、〇
〇
〇
円

　
テ
キ
ス
ト
代
　
六
〇
〇
円

一
、
日
時・会
場

学
科
＝
五
月
二
十
一
日（
火
）午

１
日
　
▽
新
学
年

　
　
　
　
新
会
計
年
度

　
　
　
　
エ
ー
プ
リ
ル
フ
ー
ル

　
　
　
　
親
鸞
上
人
誕
生
会

２
日
　
▽
日
光
輪
王
寺
強
飯
式

５
日
　
▽
清
明

６
日
　
▽
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　
　
　
　（
〜
15
日
ま
で
）

７
日
　
▽
世
界
保
健
デ
ー

　
　
　
　
法
然
上
人
誕
生
会

８
日
　
▽
花
ま
つ
り・灌
仏
会

９
日
　
▽
笠
間
稲
荷
春
季
例
大
祭

11
日
　
▽
試
作
市
場2013

　
　
　
　
微
細・精
密
加
工
技
術
展

　
　
　
　2013in

東
京

　
　
　
　（
〜
12
日
大
田
区
産
業

 

プ
ラ
ザ
）

12
日
　
▽
世
界
宇
宙
飛
行
の
日

18
日
　
▽
発
明
の
日

20
日
　
▼
関
東
甲
信
越
高
校
生

溶
接
コ
ン
ク
ー
ル

　
　
　
　（
会
場
・
神
鋼
溶
接

サ
ー
ビ
ス
）

　
　
　
　
郵
政
記
念
日・郵
便
週
間

　
　
　
　
穀
雨

22
日
　
▽
靖
国
神
社
春
祭

24
日
　
▽
レ
ー
ザ
ーEXPO 2013

　
　
　
　（
パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜

　
　
　
　
〜
26
日
）

28
日
　
▽
日
蓮
宗
開
宗
会

29
日
　
▼
昭
和
の
日

　
　
　
　
米
沢
上
杉
ま
つ
り

　
　
　
　
有
田
陶
器
市

　
　
　
　（
〜
５
月
５
日
）

※

行
事・祭
は
変
更
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
事
前
に
関

係
諸
団
体
に
ご
確
認
下
さ
い
。

　2010年（平成22年）４月の興行をもって建て替えのため休館していた歌舞伎座が完成した。併設するオフィスビル「歌舞
伎座タワー」との劇場とタワーの複合施設は、巨大地震が起きても被害の少ない耐震性など最新技術を結集した。施設の名
称は「GINZA　KABUKIZA」と定め東京・銀座の新ランドマークとしてスタートした。

歌舞伎座（東京都中央区）

2013

（カラー版は http://www.miura21.co.jp でご覧いただけます）

編集部撮影

※　上段は学科　　下段は実技 講　　習　　予　　定　　表 公益社団法人 ボイラ・クレーン安全協会
URL:http://www.bcsa.or.jp
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10

10
19 20 21
18

15 16 17
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前
九
時
〜
午
後
五
時
、
二
十

二
日（
水
）午
前
九
時
〜
午
後

〇
時
、
江
東
区
大
島
三―

一

―

十
一
、
産
学
協
同
セ
ン

タ
ー

実
技
＝
五
月
二
十
二
日（
水
）午

後
一
時
〜
午
後
五
時
、
二
十

三
日（
木
）午
前
九
時
〜
午
後

五
時
、
会
場
は
学
科
講
習
会

場
と
同
じ
。

二
、
受
講
料

学
科
＝
会
員
　　
九
、〇
〇
〇
円

　
　
　
一
般
　
一
一
、〇
〇
〇
円

実
技
＝
会
員
　
一
一
、〇
〇
〇
円

　
　
　
一
般
　
一
三
、〇
〇
〇
円

一
、
日
時・会
場

六
月
十
一
日（
火
）午
前
九
時

〜
午
後
五
時
、
江
東
区
大
島

三―

一―

十
一
、
産
学
協
同

セ
ン
タ
ー

二
、
受
講
料

　
　
　
会
員
　　
七
、〇
〇
〇
円

　
　
　
一
般
　　
九
、〇
〇
〇
円
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4 15 ㈪ 18 ㈭ 4 22 ㈪ 24 ㈬

10 月
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